
田柄高等学校　令和５年度　年間授業計画

期
間 指導内容 具体的な指導目標 評価の観点・方法

予定
時数

第
１
学
期
前
半

物質の状態と平衡
物質の状態とその
変化

有機化合物の性質
と利用

気体、液体、固体の性質を観察、実験などを通して探求し、物
質の状態変化、状態間の平衡、溶解平衡及び溶液の性質につい
て理解させるとともに、それらを日常生活や社会と関連付けて
考察できるようにする。

有機化合物の性質や反応を観察，実験などを通して探究し，有
機化合物の分類と特徴を理解させるとともに，それらを日常生
活や社会と関連付けて考察できるようにする。脂肪族炭化水素
の性質や反応を構造と関連付けて理解すること。官能基をもつ
脂肪族化合物の性質や反応について理解すること。

平常点（授業プ
リント等の提出
状況、実験レ
ポートの状況、
出席状況、授業
態度）を総合的
に評価する。

12

第
１
学
期
後
半

物質の状態と平衡
溶液と平衡

有機化合物　有機
化合物と人間生活

物質の沸点、融点を分子間力や化学結合と関連付けて理解すること。ま
た、状態変化に伴うエネルギーの出入り及び状態間の平衡と温度や圧力
との関係について理解すること。気体の体積と圧力や温度との関係を理
解すること。結晶格子の概念及び結晶の構造を理解すること。溶解の仕
組むを理解すること。また、溶解度を溶解平衡と関連付けて理解するこ
と。身近な現象を通して溶媒と溶液の性質の違いを理解すること。

芳香族化合物の構造，性質及び反応について理解すること。有機化合物
が，その特徴を生かして人間生活の中で利用されていることを理解する
こと。

平常点（授業プ
リント等の提出
状況、実験レ
ポートの状況、
出席状況、授業
態度）を総合的
に評価する。

14

第
２
学
期
前
半

物質の変化と平衡
化学反応とエネル
ギー

高分子化合物の性
質と利用
高分子化合物　高
分子化合物と人間
生活

化学反応に伴うエネルギーの出入れ、反応速度及び化学平衡を観察、実
験などを通して探求し、化学反応に関する概念及び法則を理解させると
ともに、それらを日常生活や社会と関連付けて考察できるようにする。
化学反応における熱及び光の発生や吸収は、反応の前後における物質の
もつ化学エネルギーの差から生じることを理解すること。外部から加え
た電気エネルギーによって、電極で酸化還元反応が起こることを理解す
こと。また、その反応に関与した物質の変化量と電気量との関係を理解
すること。電池は、酸化還元反応によって電気エネルギーを取り出す仕
組みであることを理解すること。

高分子化合物の性質や反応を観察，実験などを通して探究し，合成高分
子化合物と天然高分子化合物の特徴を理解させるとともに，それらを日
常生活や社会と関連付けて考察できるようにする。合成高分子化合物の
構造，性質及び合成について理解すること。天然高分子化合物の構造や
性質について理解すること。高分子化合物が，その特徴を生かして人間
生活の中で利用されていることを理解するこ
と。

平常点（授業プ
リント等の提出
状況、実験レ
ポートの状況、
出席状況、授業
態度）を総合的
に評価する。

14

第
２
学
期
後
半

化学反応と化学平
衡

無機物質の性質と
利用

反応速度の表し方及び反応速度に影響を与える要因を理解する
こと。可逆反応、化学平衡及び化学平衡の移動を理解するこ
と。水のイオン積、pH及び弱酸や弱塩基の電離平衡について理
解すること。

無機物質の性質や反応を観察，実験などを通して探究し，元素
の性質が周期表に基づいて整理できることを理解させるととも
に，それらを日常生活や社会と関連付けて考察できるようにす
る。典型元素の単体と化合物の性質や反応を周期表と関連付け
て理解すること。遷移元素の単体と化合物の性質や反応につい

平常点（授業プ
リント等の提出
状況、実験レ
ポートの状況、
出席状況、授業
態度）を総合的
に評価する。

14

第
３
学
期

無機物質　無機物
質と人間生活

無機物質が，その特徴を生かして人間生活の中で利用されてい
ることを理解すること。

平常点（授業プリン
ト等の提出状況、実
験レポートの状況、
出席状況、授業態
度）を総合的に評価
する。

8

使用教材：東京書籍　ニューサポート　改訂　新編化学

教科：理科　　科目：化学　　学年：第３学年　選択　　単位数：２単位

教科担当者：佐山　暁久

使用教科書：東京書籍　改訂　化学




